
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

学校専用 クラウド方式 / 生徒ひとり当たり 年間 1,200 円（税込） 

 

   AI キャラクターを自由に選定 /   Fix モード  /   Free モード /  音声スピード 

    初級レベル（日本語表記、英語表記）・中級レベル（英語表記）・上級レベル（音声のみ） 

   AI 発話評価（A・B・C・D） /  AI による解説・フレーズ /  会話回数は無制限 

   教員管理者機能（お知らせ、メール、成績データ、再編集、ヒント、評価項目設定） 

   すべての会話が記録（AI 音声、生徒音声）/ トレーニングモード / テストモード 

 

 

 AI 英会話 Pro  

 Brains AI Unit  
 1 ヶ月 100 円（税込）  



 

英語学習のモチベーションが変わる！      

本気の英会話トレーニング・テスト！ 

ChatGPT の開発で知られる「OpenAI」と法人契約を結んでおり、高い AI 技術・

自動音声認識技術を活用したテストです！ 

 

１・AI が相手で、間違えを気にしたり、緊張したりすることなく、英会話が可能です。  

2・実際の人を相手に話をしているような感覚で、英会話が受けられます。           

3・テスト終了時に即時フィードバック、スコア判定、AI 解説と AI 解答例によって指導が受けられま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fix モード 

Fix モードで多くの場面を AI とたくさんの会話実践ができます。       

失敗を恐れず何度でも練習することで確実に会話力を身につけます。    

AI は生徒の発話内容に応じて反応し、リアルな英会話が体験できます。 

 

Free モードでは、授業と連動しシチュエーション設定、                  

AI 及び生徒のゴールを自由に設定できます。                  

教員が作成したテーマは永年使用が可能です。 

Free モード 



 

 会話終了後に、AI 認識結果を即時フィードバック！ 

 



 

学校での AI 英会話の導入は、従来の「文法・読解中心」から「使える英語」へのシフトを

加速させる鍵として注目されています。 

 

1. 「話す機会」の圧倒的な不足を解消 

これまでの授業では 1人の教師に対し数十人の生徒がいるため、生徒一人が英語を話す時間は極

めて限定的でした。AI英会話は、GIGAスクール構想で整備された「1人 1台端末」を活用し、生徒

全員が同時に、かつ十分なアウトプット時間を確保することを可能にします。  

 

2. 「個別最適な学び」の実現 

生徒の習熟度や興味は一人ひとり異なります。 

• レベル別の指導: AIが各生徒の理解度やつまずきを瞬時に分析し、最適な難易度で対話や

フィードバックを行います。 

• 心理的障壁の除去: 「人前で間違えるのが恥ずかしい」という苦手意識を持つ生徒でも、AI

相手なら失敗を気にせずリラックスして練習できるため、学習意欲の向上に繋がります。  

3. 教師の負担軽減と質の向上  

• AI が反復練習や基礎的なスピーキング指導を担うことで、教師は人間同士でしかできない、

より高度で情緒的な指導に注力できるようになります。  

 

4. 導入しやすいコスト構造 

公立学校などの限られた予算内で全校導入できるよう、1名あたりの年間費用を抑えています。 

生徒一人当たり月額 100円（税込）、 年間 1,200円（税込）で提供しています。 

さらに、Brains AI Unit 各 1,200円/年間 （①AI Speaking Pro ②AI Writing Pro ③AI ICTテスト 

Pro）と併用導入時には年間 600円（税込）で提供いたします。（例： 2 unit時は 1,800円） 

 

5. 学習管理・評価機能（教員向け） 

教師が生徒一人ひとりの学習状況を把握し、成績評価に活用できる仕組みが求められます。  

• 進捗の可視化: 生徒がどのくらい発話したか、どのような単語・文法に苦戦しているかをダッ

シュボードで確認できる機能があります。 

• 客観的評価: AIによる発音や流暢さの数値化により、教師が数十人のスピーキングを個別

に評価する負担を軽減します。  

6. 最高モデルを使用・セキュリティ対策 

Open AI社（ChatGPT）の最高モデルを使用し、入力したデータは、モデル学習には一切利用されま

せん。（法人規約） 



 
AI は「知識を授けるツール」ではなく、「一人ひとりに寄り添う 24 時間体制の練習相手

（パーソナルコーチ）」として定義し、教師と役割を分担していくことになります。 

 

7. 「正解」を求める学習から「伝わる」学習へ 

これまでは「テストで点を取るための文法」が重視されてきましたが、これからは「自分の意思を伝え

る」スキルが重要になります。 
 

8. 公平な教育機会の提供 

都市部と地方、あるいは家庭の経済状況による「英語環境の格差」が、AIによって解消されつつあり

ます。 

 

9. 評価の在り方の変化 

従来のペーパーテストだけでなく、AIが蓄積した「どれだけ発話したか」「どれだけ改善したか」という

学習プロセス（ログ）が評価の対象になります。 

これにより、結果だけでなく努力や成長が可視化されるようになります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fix モード 

Free モード 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教員用管理画面 

Brains のプラットホーム 


